








はじめに 

神奈川県における学校尿検査が試験紙法を用いてスタートしたのは昭和39 年である。昭和

48 年に学校保健法の一部改正に伴い、小・中・高校生を対象に 60 万人の尿検査を実施し

ていた。しかし、2 次検尿の後は本人まかせで、事後管理までのシステムは確立されてい

なかった。昭和 44 年から学校検尿を実施していた小田原市は検査判定、診断基準,事後管

理基準が統一されていないため、有所見者の指導は困難を感じていた。昭和 47 年に小田原

市学校腎疾患対策委員会、判定委員会が設立され、運営されてきている。昭和 60 年には神

奈川県内14カ所(778,950名)の地域で腎疾患判定委員会が構成され事後措置にあたってい

る。 

神奈川県で実施されている学校検尿方式について報告する。 


